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NEDO採択事業のスケジュールと実施体制図
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ステージゲート審査 事業化評価

スケジュール

事業イメージ
【本実証研究の実施体制】 【事業フロー】

インドネシアにおけるグリーン⽔素・グリーンアンモニアの実証研究
地熱発電を⽤いた⽔素・アンモニア製造（地熱発電の余剰電⼒・排熱の活⽤）、

サプライチェーン構築（輸送・貯蔵システム設計開発）、
事業性評価（市場セグメントの特定・顧客開発）

実証研究実施場所の提供
（ラヘンドン地熱発電所に隣接）
設備建設、現地運転
（既設設備運⽤ノウハウ、現地拠点の活⽤）

⽔素・アンモニア製造設備設計開発
輸送・貯蔵システム設計開発
（⼭梨県における実証事業ノウハウの活⽤）

インドネシア国内

地熱発電 ⽔素製造 輸送・貯蔵 供給

中⻑期的には⽇本を含むインドネシア
国外への⽔素・アンモニア輸出を⾒込む
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